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Abstract：
The actor-network theory came to prominence in the 1980’s and recently developed into its post (after or the second) 
stage of theory. This paper surveys the ways in which the actor-network theory is adapted to tourism studies, arguing 
the necessity of appropriate introduction against the imperialistic or territorial expansion of the actor-network theory as 

















































































るが（D4, p.16）、これについてはさらに概ね 2000 年ごろを境に
してはっきり区別し、それ以前のものを第 1 世代理論、それ




























































































































































































3 つの論稿（文献 D3, D4, D5）についてまとめて、アクター ネットワー
ク理論をツ リーズム理論に適用する場合に基本となる諸原理と
いうべきものをレビューする。
Ⅲ . ツー リズム理論におけるアクター ネットワー ク理論の諸原理
デュイム／レン／ヨハネソンの論説で理論的指導原理である
ものは、次の諸点である。

















ネットワ クー理論は「グランド理論（a grand theory）」ではないと
規定する（D4, p.18）。
そのうえにたって、著名なツーリズム理論家、トライブが
2010 年にツ リーズム論のあり方としては結局「ツ リーズム・ビジ
ネス論（business of tourism）」か「社会科学理論としてのツ リー
ズム論（tourism social science）」かの 2 種しかないと述べている

































この場合秩序化については、バウマン（文献 B1, cited in D3, p.4）
の見解をとり、究極的にはそれは「各種イベントの蓋然性を操


























































回（ontological or performative turn）」 あるいは「革新的存在論








































Ⅳ ．観光（目的）地のアクター ネットワー ク理論








































































第 3にツ リーズムスケープの考え方には、ツ リーズム上の仕
事や労働にはネットワ クー性が肝要という点が含意されている。
これには、現在では代金支払いなど金融面におけるネットワー









































（get things done）ものである」と述べている（cited in D5, p.32）。ち
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